
規 則
○退職手当の基礎在職期間等に関する規則の一部を改正する規則  （人事課）　 1
○災害救助法施行細則の一部を改正する規則  （保健福祉部総務課）　 1
○北海道立看護学院等看護職員課程修学資金貸付条例施行規則及び北海道看護職員養
　成修学資金貸付条例施行規則の一部を改正する規則  （医務薬務課）　 1

規 則

　退職手当の基礎在職期間等に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。
　　平成31年３月29日

北海道知事　高　橋　はるみ
北海道規則第30号
　　　退職手当の基礎在職期間等に関する規則の一部を改正する規則
　退職手当の基礎在職期間等に関する規則（平成18年北海道規則第79号）の一部を次のよう
に改正する。
　別表イの表第４号区分の項第４号中「において」を「又は警察職員給与条例附則第45項に
おいて」に改め、同表第５号区分の項第６号及び第７号中「以下」を「道職員給与条例附則
第49項において適用する場合を含む。以下」に改める。
　　　附　則
　この規則は、平成31年４月１日から施行する。

　災害救助法施行細則の一部を改正する規則をここに公布する。
　　平成31年３月29日

北海道知事　高　橋　はるみ
北海道規則第31号
　　　災害救助法施行細則の一部を改正する規則
　災害救助法施行細則（昭和31年北海道規則第142号）の一部を次のように改正する。
　第１条中「昭和22年　総理府令、厚生省令、内務省令、大蔵省令、運輸省令　第１号」を
「昭和22年総理庁令・厚生省令・内務省令・大蔵省令・運輸省令第１号」に改める。

　第２条中「市町村長」を「災害発生市町村（法第２条に規定する災害発生市町村をいい、
法第２条の２第１項に規定する救助実施市を除く。以下同じ。）の長」に、「、法第８条又
は法」を「、第８条又は」に改める。
　第10条第２号中「市町村長」を「災害発生市町村の長」に改める。
　第13条第２項中「（以下「協力者」という。）」を削り、「8, 700円とする」を「警察官
の職務に協力援助した者の災害給付に関する法律施行令（昭和27年政令第429号）第５条の
規定の例に準じて知事が別に定める」に改め、同項ただし書並びに同条第３項及び第４項を
削る。
　第16条第１項中「市町村」を「災害発生市町村」に改め、同条第２項中「市町村長」を
「災害発生市町村の長」に改める。
　第17条第１項中「市町村長」を「災害発生市町村の長」に改める。
　第18条の見出し中「市町村」を「災害発生市町村」に改め、同条中「市町村長」を「災害
発生市町村の長」に改める。
　別記第５号様式（裏）中「都道府県知事」を「都道府県知事等」に改める。
　　　附　則
　この規則は、平成31年４月１日から施行する。

　北海道立看護学院等看護職員課程修学資金貸付条例施行規則及び北海道看護職員養成修学
資金貸付条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。
　　平成31年３月29日

北海道知事　高　橋　はるみ
北海道規則第32号
　　　 北海道立看護学院等看護職員課程修学資金貸付条例施行規則及び北海道看護職員養成

修学資金貸付条例施行規則の一部を改正する規則
　（北海道立看護学院等看護職員課程修学資金貸付条例施行規則の一部改正）
第１条　北海道立看護学院等看護職員課程修学資金貸付条例施行規則（昭和37年北海道規則
第52号）の一部を次のように改正する。

　　附則第５項中「第30条の４第２項第12号」を「第30条の４第２項第14号」に改める。
　　　　　　　　　　「１　本 籍 地
　　

別記第１号様式中
　２　住　　所　　　　　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　３　氏　　名
　　　　　　　　　　　４　生年月日　　　　　　年　　月　　日」
　「１　住　　所　〒　　　

　　２　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　に、
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　　３　生年月日　　　　　　年　　月　　日　
　　４　電話番号　　　　　　　　　　　　　」
　「⑴　本　籍　地　　　　　　　　　　　　　
　　⑵　住　　　所　　　　　　　　　　　　
　　⑶　氏　　　名　　　　　　　　　　　　を
　　⑷　生 年 月 日　　　　年　　月　　日
　　⑸　職　　　業　　　　　　　　　　　」
　「⑴　住　　　所　〒　　　

　　⑵　氏　　　名　　　　　　　　　　　　
　　⑶　生 年 月 日　　　　年　　月　　日　に改め、同様式末尾欄外に注として次のよう
　　⑷　申請者との関係　　　　　　　　　
　　⑸　職　　　業　
　　⑹　電 話 番 号　　　　　　　　　　　」
　に加える。
　　注 　申請者の住民票（本籍が記載されているもの）の写し又は戸籍謄本を添付するこ

と。
　　　　　　　　　　　　「本 籍 地
　　

別記第１号様式の２中
　住　　　　所　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　　　本人との関係
　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　　　　　　　㊞」
　「住　　　　所
　　本人との関係　　　　　　　　　　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加え
　　氏　　　　名　　　　　　　　㊞」
　る。
　　注　該当する卒業後の職種及び就業する施設の項目に○をつけること。
　　別記第２号様式（表）中
　「

本　籍　地
現　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　を
　「

現　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　に改める。

　　別記第３号様式中
　「　　　　　　　　　　　　修 学 資 金 借 用 証 書
　
　　　　次のとおり借用しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「　　　　　　　　　　　　修 学 資 金 借 用 証 書　　　

収　　　入
印　　　紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に、

　　　　次のとおり借用しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「借受者　住所　〒
　「　借受者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　氏　　　　　　　　　　名㊞　

を
　　　　　氏名　　　　　　　　　　㊞　

に
　　　保証人住所　　　　　　　　　　　　　　保証人　住所　〒　　　
　　　　　　氏名　　　　　　　　　名㊞」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　㊞」
　改める。
　　　　　　　　　　「住　　所　　　　　　　　　　　　　
　　別記第４号様式中　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　を
　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日　」
　「住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　生年月日　　　　年　　月　　日　
　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　「

種　　　　　別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

を

　「
種　　　　　別 分割払い（毎月）・分割払い（半年）・一括払い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
に、

　「
備　　考

　　　「
償還理由　　　　　　　　　 を 　　　　　　　　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加

　　　　　　　　」　　　　　　　　　」
　える。
　　注　１　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　２　償還方法の種別欄は、いずれかを○で囲むこと。
　　　　　　　　　　「　住　所　　　　　　　　　　　　　
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　　別記第５号様式中　　氏　名　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日」
　「住　　所　〒　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加
　　生年月日　　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　える。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　

別記第６号様式中
「住　所　　　　　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞」
　「住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加
　　生年月日　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　える。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　　　　　　　「　　申請者　本　籍　　　　　　　　　　　
　　

別記第７号様式中
　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　　　　　　名㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　」
　「申請者　住　　所　〒　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日
　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　「４　添付書類（申請の理由を証明する書類）　　　　　　　　　　　　　」を
　「４　添付書類（申請の理由を証明する書類）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改める。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。」
　　

別記第７号様式の２中
「　　　申請者　住　所　　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　㊞」
　「申請者　住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　に改め、同様式末尾欄外に注として次の
　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日
　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　ように加える。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　　　　　　　「　　申請者　本　籍
　　

別記第８号様式中
　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　

を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　　　　　　名㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　」
　「申請者　住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日
　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　」
　「４　添付書類（申請の理由を証明する書類）　　　　　　　　　　　　　」を
　「４　添付書類（申請の理由を証明する書類）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改める。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。」
　（北海道看護職員養成修学資金貸付条例施行規則の一部改正）
第２条　北海道看護職員養成修学資金貸付条例施行規則（昭和38年北海道規則第143号）の
　一部を次のように改正する。
　　附則第３項中「第30条の４第２項第12号」を「第30条の４第２項第14号」に改める。
　　別記第１号様式中
　「１　本　籍　地
　　２　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
　　３　氏　　　名
　　４　生 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　 日」
　「１　住　　　所　〒
　　　　　　　　　
　　２　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、
　　３　生 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　 日
　　４　電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
　「⑴　本　籍　地
　　⑵　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑶　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
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　　⑷　生 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　⑸　職　　　業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「⑴　住　　　所　〒
　　　　　　　　　
　　⑵　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑶　生 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　に改め、
　　⑷　申請者との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑸　職　　　業
　　⑹　電 話 番 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　同様式末尾欄外に注として次のように加える。
　　注　１　該当する職種等を○で囲むこと。
　　　　２ 　申請者の住民票（本籍が記載されているもの）の写し又は戸籍謄本を添付する

こと。
　　

別記第１号様式の２中
「連帯保証人　本 籍 地　

を「連帯保証人　住　　　　所」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所」
　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加える。
　　注　該当する職種等を○で囲むこと。
　　別記第２号様式中１の事項を削り、２の事項を１の事項とし、３の事項から11の事項ま
でを１事項ずつ繰り上げ、同様式末尾欄外注１の事項中「９欄」を「８欄」に改め、同注
２の事項中「10欄」を「９欄」に改め、同注３の事項中「５欄、９欄及び10欄」を「４欄、
８欄及び９欄」に改める。
　　別記第３号様式中
　「　　　　　　　　　　 　修 学 資 金 借 用 証 書
　　　　
　　　　次のとおり借用しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「　　　　　　　　　　 　修 学 資 金 借 用 証 書　　　

収　　　入
証　　　紙

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
に、

　　　　次のとおり借用しました。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
　「住所　　」を「住所　〒」に改める。
　　　　　　　　　　「住　　所
　　　　　　　　　　　
　　別記第４号様式中　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　を
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日　　」
　「住　　所　〒

　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　生年月日　　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　　」
　「

種　　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「

種　　別 分割払い（毎月）・分割払い（半年）・一括払い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「

備　　考

　　「

返還理由　　　　　　　　　を　　　　　　　　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように加え

　　　　　　　　」　　　　　　　　」
　る。
　　注　１　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　２　返還方法の種別欄は、いずれかを○で囲むこと。
　　　　　　　　　　「住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　
　　別記第５号様式中　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　を
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日　　」
　「住　　所　〒

　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　生年月日　　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　　」
　「

種　　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　「

種　　別 分割払い（毎月）・分割払い（半年）・一括払い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改め、同様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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　「
種　　別 分割払い（毎月）・分割払い（半年）・一括払い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に改め、同様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　式末尾欄外に注として次のように加える。
　　注　１　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　２　返還方法の種別欄は、いずれかを○で囲むこと。
　　　　　　　　　　「住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　別記第６号様式中　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日　　」
　「住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように
　　生年月日　　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　　」
　加える。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　　　　　　　「　住　所
　　別記第７号様式中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞」
　「住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　に改め、同様式末尾欄外に注として次のように
　　生年月日　　　　　年　　月　　日
　　電話番号　　　　　　　　　　　　　」
　加える。
　　注　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。
　　　　　　　　　　「　住　所
　　別記第８号様式中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞」
　「住　　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞　に、
　　生年月日　　　　　年　　月　　日　
　　電話番号　　　　　　　　　　　　　」

　「
　注　本人の申請が不可能な場合の申請者は、連帯保証人とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
を

　「
　

　 　注　１　本人の申請が不可能な場合の申請者は、連帯保証人とする。　　　　 　　に
　 　　　２　借受時以降に改姓した場合は、（　　）書きで旧姓を記載すること。 　」
　改める。
　　　附　則
１　この規則は、公布の日から施行する。ただし、第１条中北海道立看護学院等看護職員課
程修学資金貸付条例施行規則附則第５項の改正規定及び第２条中北海道看護職員養成修学
資金貸付条例施行規則附則第３項の改定規定は、平成31年４月１日から施行する。

２　この規則の施行の際現にこの規則による改正前のそれぞれの規則の規定に基づいて作成
されている用紙がある場合においては、この規則による改正後のそれぞれの規則の規定に
かかわらず、当分の間、必要な調整をして使用することを妨げない。
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